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ガンを模した玩具でありながら
弾丸の発射機能を有さない「モデルガン」
その歴史は決して順風満帆とは言えず

幾度も法的な規制を受けてきた
それでも趣味として「モデルガン」は

しっかりと根を下ろしている
日本に「モデルガン」が誕生してから60年──

日本で誕生した独自の玩具「モデルガン」とは何か？　
その核心を探る総力特集！
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モデルガン年表
1953年（昭和28年）

テレビ放送スタート

1958年（昭和33年）
ドラマ『ローン レンジャー』『コルト45』放映開始／小説『野獣死すべし』発表／映画『野獣死すべ
し』公開／チキンラーメン発売／東京タワー完成

1959年（昭和34年）
ドラマ『ローハイド』放映開始。テキサスからミズーリまでの約3,000㎞を牛の大群を運ぶカウボ
ーイの物語／ドラマ『拳銃無宿』『少年ジェット』放映開始／皇太子明仁親王（今上天皇）正田美智
子さま御成婚

1960年（昭和35年）
中田商店、アメリカ製マテル、ヒューブレー、ニコルス社製のキャップガン（通称、モナカ銃）を輸入・
販売／マノック産業、少年雑誌にキャップガンの通販広告を出稿／日本MGC協会、アメリカ製マ
テル社のキャップガンに造形を施し改良したスナブ・ノーズを販売／ドラマ『ララミー牧場』放映開
始。日本はウエスタンブームに沸く。最高視聴率は43.7％／ドラマ『解決ハリマオ』放映開始／タ
カラが「ダッコちゃん」を発売。大ヒット

1961年（昭和36年）
MGC、国産初の薬莢が飛び出すコルトスーパーオートとマテル改良ブラックホークを販売。それら
の製品に世界で初めて「モデルガン」と命名する／中田商店、江原商店、丸郷商店、丸保コルト商会、
ホビー商会、かなめや、明光産業、銀座銃砲店などに流通・販売を開始／トイガンデザイナー小林太
三氏MGCに入社。トイガン設計・開発者のスタートを切る／小出書房より実銃と輸入キャップガンを
紹介する『拳銃ファン』創刊。執筆者は根本忠、大藪晴彦、岩堂憲人、小橋良夫など／江原商店、アメ
リカ製コルト・ピースメーカー（モナカ銃）輸入・販売開始／明光産業、東京・渋谷と新宿にキャップガン

（モナカ銃）専門店を開店／ドラマ『アンタッチャブル』放映開始／人類初の有人衛星、ガガーリン飛
行士を乗せ地球一周に成功／柏戸（第47代）、大鵬（第48代）が同時に横綱昇進

1962年（昭和37年）
本流（※後のハドソン）日本初のモデルガン、モーゼル軍用拳銃発売／MGC、米国ヒューブレー製
のコンダー改良モデル・コルトM1911コマンダーを発売するも販売４ヵ月で販売禁止に／MGC、
手動連発式スライドアクション（通称・タニオ・アクション）を搭載した国産初の金属製モデルガン拳銃
型ワルサーVPⅡを発売。引金を引くと遊底が連動し、装填・発火・排莢が楽しめる仕組みで人気を博
す／国際出版、月刊『Gun』誌を創刊／六人部 登氏、中田商店に入社。設計・開発者の道を進む／ド
ラマ『コンバット！』放映開始／アメリカ合衆国海軍、特殊部隊Navy SEALsを結成

1963年（昭和38年）
警視庁、玩具けん銃「コンドルデリンジャー」を製造のコンドル工業を銃刀法違反容疑で摘発。製造販
売の中止と早期回収を命じ起訴する。後の1965年、東京地裁は、その威力、性能、構造からして殺傷
能力を有しないという理由で無罪判決／MGC、国産初の金属製リボルバー・S&Wチーフスペシャル
を発売／ケネディ大統領暗殺事件／アニメ『鉄腕アトム』放映開始／江崎グリコ「プリッツ」発売

1964年（昭和39年）
MGC、国産初の全鉄製U.S.M-3グリースガン（無発火式）を販売。ゼンマイ動力によるフルオート
機構を搭載。／MGC、ユナイト映画会社と初のタイアップ商品としてワルサーPPK（タニオ・アクシ
ョン）発売。『007は二度死ぬ』の日本ロケに多くのプロップガン提供／MGC、陸上自衛隊土浦駐屯
地内の武器倉庫（後の武器資料館）を見学。開発資料となる実銃「ブローニングFN380」に触手。
小林氏は実銃を分解、さらに全部品の写真撮影も許可されるという、現代ではとても考えられない
古き良き時代だった／ドラマ『忍者部隊月光』放映開始／カルビー「かっぱえびせん」発売／日本人
の海外観光渡航自由化／第18回夏季オリンピック・東京大会開催／東海道新幹線開業

1965年（昭和40年）
中田商店、無可動文鎮モデル、アストラモデル４、ルガーP08、ワルサーモデル４を発売／MGC、
ブローニング FN380、S&W センチニアル発売／警察庁は悪用防止策として18歳以上のモデ
ルガン購入者に住民票の提出を東京都内の販売店に要請するも販売店は応じず、MGCは非協
力店への製品供給を中止。後の「アメ横・モデルガン戦争」となる／MGCから製品の供給を止めら
れた上野アメ横商店群は「日本高級玩具小売商組合」を組織。金属製モデルガン（無可動文鎮モデ
ル、MGCコピー品、その他）の製造を開始。製造は埼玉県川口市の丸真ダイカスト工業が請け負っ
た／MGC、上野アメ横に直営のモデルガン専門店「MGCボンドショップ」を開店／丸真ダイカスト
工業（後のマルシン工業）は中田商店と合弁でモデルガン製造会社「東京レプリカ」を設立し六人
部 登氏にオリジナルモデルの設計・開発を委託。工場長に根本 忠氏、社員に国本圭一氏が在職／
映画『荒野の用心棒』日本公開／ドラマ『0011ナポレソン・ソロ』放映開始／日本テレビ「おはよう!こ
どもショー」放映開始／大塚製薬「オロナミンCドリンク」発売／ザ・ビートルズ来日

1966年（昭和41年）
MGC、コルトGM、ルガーP.08、ワルサーP38アンクルタイプ、ベレッタM1934発売／江原商
店（後のCMC）、コルトGM（非発火式）、ベレッタM1934発売／国際ガンクラブ（後の国際産業）、
S&Wチーフスペシャル（MGCコピー品）、コルト・ベストポケット発売／中田商店、ルガーP.08／
4in、8in、P.38コマーシャル発売／丸郷商店、FN380（MGCコピー品）、ワルサーPPK

（MGCコピー品）発売／本流（後のハドソン）、ワルサーPPK（MGCコピー品）、南部14年式販売
／TBS系『ウルトラQ』放映開始／サンヨー食品「サッポロ一番 しょうゆ味」発売

1967年（昭和42年）
MGC、コルトS.A.A コルトディテクティブスペシャル発売／中田商店、FNブローニングHP 
M1935、トカレフTT-33発売／MGC、長野県軽井沢レークニュータウンで「モデルガンぶっぱ
なせ クイックドロー大会」を開催。タイマーを設置し、コルトS.A.Aモデルを使用しての早撃ちを競
う／トイガンデザイナー六人部 登氏、中田商店から独立し「六研」設立／映画『夕陽のガンマン』
日本公開／森永製菓「チョコボール」発売／FM東海（TOKYO FMの前身）でFM最長番組

『JET STREAM』放送開始

1968年（昭和43年）
MGC、２代目ワルサーPPK（タニオ・アクション）、コンバット・マグナムリボルバー（S&W M19）、
モーゼルHSC（タニオ・アクション）、ダブルデリンジャー、ベレッタポケット、ワルサーP38ミリタリ
ー発売／MGC、国産初の玩具火薬でフルオート・ブローバック機構を開発。全鉄製サブマシンガ
ンのシュマイザーMP40、ウインチェスターM73 同 M73オクタゴン発売／CMC、コルト
GM1911-A1、コルトSAA発売／中田商店、エンフィールドNo.2 Mk1 シュマイザーMP40発
売／国際ガンクラブ（後の国際産業）モーゼルHSC（タニオ・アクション）発売／本流（後のハドソ
ン産業）モーゼルミリタリー販売／マルゴー、ブローニング M1910 コルトディテクティブ発売／
六研、トンプソンM1A1、AK47販売／アニメ『巨人の星』放映開始 ／漫画『ゴルゴ13』連載開始
／マーティン・ルーサー・キング暗殺／3億円事件発生

　日本のモデルガン史を振り返るとき、
2019年の現時点で３つの時代に大別でき
る。いきなり３つに大別と記してしまっ
たが、もちろん「 ５つか６つに分類でき
る」といった意見もあるだろうし「い
や2つだ」という説も出てくるに違い
ない。が、ここでは、時代・時代に発生
したガンブーム（モデルガンブーム）の
背景（要因）や法規制などを基に、３つに
大別して話を進めることにしたい。
「モデルガン６0年史」とのことなので、時
系列に沿って第一次モデルガンブーム発
生まで…。いや、まずはそれ以前の「モ
デルガンという新しい文化」が誕生する
前まで遡ろう。
　日本でのTV放送開始は19５３年だった。
　戦後 ８ 年。復旧と復興が進む中、近代
化の波は着実に押し寄せ、わずかずつで
はあるものの国民が豊かさを感じ始めて
いた時代だ。とはいえ、発売当初のテレ
ビの価格は29万円という、初任給の５4倍

マは、ここ日本で若者を中心に熱狂的な
ブームをおこす。主人公のカッコよさは
もちろんだが、米国の豊かさや壮大さ、生

あったが、日本人の目には本格的
かつ高級な存在として
輝いた。当時の販売価格

は３,000円ほどなので、こ
れも現代の物価に換算す
ると ３ 万円弱といった金額

になる。文句なしに高級玩具
であった。しかし、若者たち
のガンに対する熱狂心は高く、

強かった。それらの輸入玩具は
爆発的な売れ行きを見せる。当
時、多くの店舗はアメ横に店舗

を構えて輸入玩具の販売を行な
っていたこともあり、後 「々アメ横＝モ
デルガンマニアの聖地」という図式が成
り立つこととなる。
　さて。

　19６2年。国産初のモデルガン、モーゼ
ル軍用拳銃がホンリュー（後のハドソン
産業）から発売となると、続けて同年、日
本MGC協会（以下、MGC）はワルサー
VP-Ⅱを発売する。ワルサーVP-Ⅱは
MGCが作ったオリジナルのモデルでは
あったが、現代と比べると実銃に関する
ガンマニアたちの情報や認識は大きく不
足しており、架空のモデルでありながら
もリアリティ溢れるモデルガンとして受
け入れられ、ヒット作となった。
　ここで話は前後するが、発売時期だけ
を見ると、国産初のモデルガンはホンリ
ューのモーゼル軍用拳銃で間違いないが、
そもそもモデルガンという言葉はMGC
が創り出した造語である。その意味では、
細かくはなるが、MGCが発売したワルサ
ーVP-Ⅱが日本初の国産モデルガンとも、
言えることになる。
　話を進めよう。
　19６2年以降、モデルガンの製造も販売

　モデルガン業界内で発生した仲違いは
モデルガンマニアにとって寂しい歴史の
一コマではあるものの、関係各社には申
し訳ないが購入側にはメリットも多くあ
る。モデルガンの開発競争と価格の安定
化がそれであった。事実、19６５年以降、数
年の内に多種多様のモデルガンが開発・
製造・販売され、これをもって「第 1 次
モデルガンブーム」と称される時代が到
来した。
　各社がどういったモデルガンを発売し
ていったのかは年表を確認していただく
として、ここでは、もう少し時代の流れ
を追ってみたい。
　ガンブームの発生はモデルガンの誕生
へとつながり、新しい文化や趣味を創造
したともいえるが、もう少し広く、一般
社会にもガンブームはあったのか？　に
も触れておこう。
　19５9年。週刊少年漫画雑誌の『週刊少
年マガジン』が講談社から創刊されてい
る。現在でも発行され続け、少年向け漫
画誌として広く知られた存在だが、19６0
年代、その少年誌において何度もガン特
集が、それも実銃特集が組まれている。表
紙にも大々的にガンが描かれ、昭和３7年
4月８日号にいたっては、表紙、「ニュー
ナンブ回転式けん銃ができるまで」とし
て、実銃のニューナンブ リボルバーの分
解写真を含めた4点の写真が大きく使わ
れているのだ。そのままページを捲って
いくと、表2からずっと実銃の解説が続
くという徹底ぶり！　その解説の中には

「けん銃のできるまで」が図解で説明され
ており、フライス盤や旋盤を使って金属
を加工し、組み立てるといった流れが分
かりやすく紹介されている。
　昭和３7年は19６2年で、それは日本初の
モデルガンが発売された年でもあるのだ
が、当時、すでに子供たちの間ではガン
人気があったことが窺える。 そ
れを裏付ける

ように『週刊少年マガジン』では、その
前後に何度も「世界の名けん銃」の特集
を掲載し、子供たちに拳銃の魅力を伝え
ている。
　19６0年代に発生した第1次ガンブーム
は、そのまま続くかに思われた。すでに
趣味のひとつと呼べるだけの市場もでき、
製造も販売も拡大するばかりだったから
だ。が、モデルガンの存在が一般的と呼
べるほどに普及すると、それを悪用する
者が現われる。こうしてモデルガンは時
に社会から非難の的となることもあった。
　1971年。銃刀法は改正され、モデルガ
ンに大きな法規制が入る。リボルバーや
セミオートマチックピストルは、銃身内
を金属で閉塞し、外観も黄色、もしくは
白色とすることが決まったのだ。
　この1971年の法規制の直前、アメ横に
あったモデルガン取り扱い店では、大々
的な販売が行なわれた。店内に貼られた
POPには「昭和四十六年十月二十日より
黒色の拳銃は一切販売しません」とあっ
た。さらに店内の別のPOPには「早めに
お求めください」とも…。法規制の施行
前に購入したモデルガンは、個人で銃身
内を金属で閉塞し、外観も黄色、もしく
は白色とすることで所持が認められてい
たのだ。
　1971年のモデルガン法規制を境に、モ
デルガンの趣味から離れたマニアは少な
くない。“これで日本のガンブームもモデ
ルガンも消滅する”という声も多く聞か
れた。確かに、モデルガンブームのひと
つの終焉と呼べるのかもしれない。が、し
かし、その法規制によってモデルガンは
新たな方向性を見出し、別の形での発展
を見せることになる。
　そう第2次モデルガンブームの幕開け
である。

19５9年に創刊し、’６0年代の前半にガンマニ
アを楽しませた『ヒッチコックマガジン』。

番組の中にカウボーイ
を主役としたドラマが
あった。
　19５9年には『ローハ
イド』や『拳銃無宿』
の放映がスタートして
いる。
　後に“カウボーイも
の”や“ウエスタンも
の”と呼ばれる それ
らのドラ

19６0年代の初頭にガンマニア
たちを熱狂させた輸入トイガ
ンの数々。どれも高額だった。

こちらの広告を見ると、輸入
トイガンの豊富さが分かる。
大人たちが夢中になった。

実銃のメカニズム図や分解の手順も紹介さ
れた、本格的なガン関連誌だ。

いろいろな拳銃の特徴を紹介している特
集記事（少年マガジンより転載）。

『拳銃ファン』に掲載されていた広告。シング
ルアクションリボルバー・モドキが人気だった。

『拳銃ファン』での特集記事。読
物に近く、内容はハイレベルだ

（『拳銃ファン』より転載）。

19６0年代の少年マガジン
では何度も拳銃特集が組
まれ、その人気が窺える。

『拳銃ファン』でのモデルガン記事。ガン
の魅力が伝わる（『拳銃ファン』より転載）。

という高額（現代の物価に換算すれば
1000万円を超える）であったため、一般
家庭が購入を考えるのは19５9年以降とな
る。皇太子明仁親王（今上天皇）と正田
美智子さま御成婚の様子がTV放映され
ることが切っ掛けとなり、それを観たい
と願う気持ちから全国にTVが普及した
のだ。
　そのTV普及こそがガンブーム（モデ
ルガンブーム）を起こす大きな仕掛け
になろうとは、その時点ではまだ誰も
知らない。
　TVの普及が進むと当然ながらそこで
放映すべきコンテンツが必要になる。各
TV放送局は番組つくりを積極的に進め
るものの、予算も制作のノウハウも充分
でなかった黎明期の時代…。必然、海外
で放映されていたTV番組（ドラマ）の輸
入を手がけることとなる。そんな輸入TV

き方の自由さに日本の若者たちは魅了さ
れ、心に絶対的な憧れを宿したのだ。
　19６0年に放映開始された『ララミー牧
場』は最高視聴率4３.7％を記録した。や
や大げさに表現するなら“カウボーイも
の”“ウエスタンもの”の人気は日本国民
のすべてを巻き込むほどの勢いがあった
と言えるだろう。
　そうなると自然とドラマで活躍する主
人公たちへの憧れ（ある種崇拝とも言え
る状況であった）から、彼らが身につけ
ているシャツ、パンツ、靴や帽子にも目
が向く。そしてその眼差しは「悪を倒す
正義の力」であるガンにも向けられた。
　少しばかり余談となるが、19６0年以降、
貿易・輸入の自由化が進んだが、それは
戦後の日本が本当の意味で豊かさを、復
旧・復興を成し遂げたことの証とも言え
る。というのも、貿易（輸入）の自由化
は海外からの関税圧力が関係しており、
それは日本が国力を高めた結果だからで
ある。外貨の流出を緩和できる段階まで
来ていた。
　話を戻そう。
　19６0年に入ると海外からガンを模した
玩具の輸入が本格的に始まった。それは
子供向けの取るに足らないオモチャでは

“カウボーイもの”や“ウエスタンもの”
といったドラマのヒットと19６0年からの
貿易の自由化の 2 つが車輪となり、空前
のガンブームが発生したのだが、いつの
時代にも人々は成長・発展を求める。輸
入されたシングルアクションリボルバ
ー・モドキは、始めこそ大歓迎されたも
のの、ガンマニア達は少しずつ物足りな
さを感じ始める。また、輸入・販売より
も製造・販売の方がビジネス規模の拡大
と安定を図れると考えた輸入業者が、自
社製品の開発を意識するようになってい
ったのは自然の流れと言えよう。
　さらに加えて、19６1年にはドラマ『ア
ンタッチャブル』の、そして19６2年には

『コンバット！』の放映が開始されると、
ガンマニア達はシングルアクションリボ
ルバー・モドキだけでは満足しない、出
来ないという状況も発生していた。

も勢いを増していったが、19６５年に発生
した散弾銃の乱射事件を切っ掛けに銃刀
法が改正されると、モデルガン販売にお
いて、MGCは購入者に住民票の提出を義
務付けることを推し進めた。当時、MGC
は主にモデルガンの製造を行ない、それ
を他社へ卸し、販売は別の業者が行なう
形となっていた。MGCは販売各社も同様
に、モデルガン販売時、お客に住民票の
提出を義務付けるよう呼びかけ、それに
従わない場合モデルガンの供給をストッ
プすると宣言したのだ。
　結果、MGCの提案に反発した販売業者
はMGCとの関係を絶ち組合を作る。それ
が「日本高級玩具小売商組合」だ。加盟
したのは中田商店、丸郷商店、江原商店

（後の東京CMC）、ホンリューコーポレー
ション（後のハドソン産業）、ホビース商
会、国際ガンクラブなどであった。

好景気とウエスタンブームが生んだ
「モデルガン」という新しい文化

1959-1971モデルガン史



DA NANG  AIR BASE 1968
空軍兵士のベトナムツアー

ゲリー・ワグナーの日常
1968年に空軍兵士としてベトナムに従軍したゲリー・ワグナーは
ダナンの航空基地で仕事に追われ、敵のロケット弾に襲われながらも
一年間のツアーを生き延びた。彼が何気なく撮影したスナップ写真には
ダナンを行き来する数々の航空機と人々の姿があり、
ジャングルを這い回った陸軍歩兵とは一味違ったストーリーが垣間見える。
Photo/Gary Wagner　文／鈴木健太郎

敵が撃ち込んだロケッ
ト弾で出来たクレータ
ーに立つゲリー。基地
への攻撃はロケット弾
によるものがほとんど
で、兵士たちはいつか
らかこの場所を「ロケ
ットシティ」と呼ぶよ
うになった。

ダナン湾とチャイナビーチを見渡すモン
キーマウンテン通信施設にあった有名な
岩「BOOM BOOM ROCK」の上に立つ
ゲリー。ひときわ大きく描かれたピース
マークの落書きが世相を感じさせる。

修理のため後方に送
られるUH-1。側面
のマーキングで空中
騎兵部隊の所属とわ
かる。ノーズアート
はアニメ「ルーニー・
テューンズ」のヨセ
ミテ・サムだろうか。

岩を降りるとリゾー
ト地として有名なチ
ャイナビーチとダナ
ン航空基地の東にあ
ったマーブルマウン
テン基地が姿を現す。
マーブルマウンテン
には海兵隊と陸軍の
航空隊がいた。

第15空港中隊のオフ
ィス。兵士たちはT
シャツにベースボー
ルキャップというラ
フな姿でいかにも基
地内らしい光景。

RA-5Cヴィジランティ偵察機
がクレーン車で運ばれている。
トーイングトラクターを使わな
いところを見ると、主脚にトラ
ブルがあるのだろう。高速を活
かして北ベトナムまで偵察飛行
を行っていたこの機体は損耗率
が非常に高かった。

２ 機のF-4ファントムⅡがたたずんでおり戦
地とは思えないほど穏やかな雰囲気が感じら
れる写真。ダナンには陸海空、さらに海兵隊
とあらゆる所属の航空機が集まっていた。

A-1スカイレイダーのコクピットにはパイロット
の姿が見えるが主翼の兵装が見当たらずかなりス
ッキリした印象を受ける。帰投後の写真だろうか。

❶基地内には「世界一おいしいソフト
クリーム」をキャッチフレーズにした
デイリークイーンの店まであった。❷
夜間に打ち上げられる照明弾。敵は昼
夜を問わず攻撃してくるので夜といえ
ども気は抜けない。❸ダナン航空基地
の滑走路とハンガー（格納庫）の数々。
航空機の姿も見える。❹輸送機を待つ
積み荷。手前の砲はソ連製の85ミリ師
団砲で敵からの押収品。❺ダナン航空
基地の東にあったチャイナビーチとマ
ーブルマウンテン基地を捉えた上空写
真。❻積み下ろし作業中のC-130輸送
機とフォークリフト。C-130は中型輸
送機として大成功をおさめ、現在でも
生産が続けられている。

⨋❷⨋❶

⨋❻⨋❺
⨋❹⨋❸

005004



サイゴン物語
不死鳥ロンビエン橋
橋は繰り返し米軍の攻撃目標になってきた。
その度にダメージを受けたが、ふたたび橋は架けられた。
だが橋脚が崩れ落ち、橋はソンコイ川に沈む日がきた。
1972年５月米空軍のF–４ファントムが、橋に攻撃をかけた。
ウルフパックの名を持つ第８戦術戦闘航空団が
レーザー誘導爆弾を確実に橋に命中させたのだ。
そこから橋は不死鳥のごとくよみがえり、
半世紀後の今も列車を走らせている。

Saigon Memories

第7回

文／コンバットマガジン編集部　
Text/CM Editorial Staff
写真／今井今朝春、WPPコレクション　
Photo/Kesaharu Imai, WPP Collection

銘板が伝えるとおり、ロンビ
エン橋は19世紀から新しい世
紀へと変わる節目の時代に建
てられた。当時ベトナムを植
民地にしていたフランスにと
り、ハノイと港町のハイフォ
ンを陸路で結ぶことは、植民
地経営にかかわる重要事項だ
った。完成当時、橋は仏領イ
ンドシナ総督のポール・ドー
メルの名で呼ばれた。

　ベトナムの人々がロンビエンと呼
んでいる橋は、1899年から1902年に
かけて建設された。全長1682mの鉄
道橋は、完成時には19本の橋脚で支
えられていた。ハノイを流れるソンコ
イ川（紅川）に架けられた初めての鋼
鉄製の橋だった。フランスがベトナム
を植民地として支配していた時期で
ある。設計と建設したDayde&Pille
社の銘板は錆びてはいるが今も確認
できる。ただし米軍の記録にロンビエ
ン橋は見つけられない。米仏ではあく
までもポール・ドーメル橋だからだ。
ドーメルは橋の建設当時、インドシナ
植民地で総督を務め、後に仏大統領
になった人物である。

米軍による攻撃後の評価写真によれば1968年2月14日
の攻撃では、40フィートに渡って橋が崩落していると
報告されている。ベトナムの人たちはこの橋をロンビ
エン橋と呼ぶ。その意味はベトナムの建国神話にもつ
ながる「龍が躍る」という意味である。
Photo from Vietnamtourism.org

1972年にDLスミス少佐率いる第 8 戦術航空
団が、長年の攻撃目標としてきたポール・ドー
メル橋に攻撃をかけた。この時タイのウボン基
地を飛び立ったF-4ファントムによる「ウルフ
パック」は、レーザー誘導爆弾を積んでおり、こ
れが橋を寸断するのに威力を発揮した。

Drawing/USAF

Photo from Vovworld.vn
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東京マルイ
Photo＆Text by Tomo Hasegawa
問東京マルイ☎03-3605-3312 
http://www.tokyo-marui.co.jp/

GAS BLOW BACK
FNX-45 TACTICAL

期待の新製品！
　期待のニューモデルがついに
発売！
　東京マルイの『FNX-45タクティ
カル』である。
　この銃はFN社のフルスペックオ
ート。ハンマー露出タイプの、セミ
＆ダブルアクションにマニュアルセ
フティを備えている。
　実銃は2005年にUS SOCOM（合
衆国特殊戦統合軍）で行なわれたM9
の後継制式採用拳銃のトライアル

『J.C.P.P（ジョイントコンバット ピ
ストル プログラム）』向けに、2007年
にFN社で開発された1挺だそうだ。
　そのトライアル内容が興味深い。

①サプレッサーが装備可能
②ピカティニ規格のアンダーマウン
トレイルを装備し、ライトやレーザ
ーサイトが装備可能
③デコッキング機能、マニュアルセ
フティ、マガジンキャッチ、さらに
スライドストップまですべてが左右
から操作可能

東京マルイ最新
ガスブローバックハンドガン“FNX-45”。
各種アクセサリーと組み合わせ自由。
最新戦闘拳銃のスペックを完全再現。
ウェポンシステムの中核となる１挺。
ついに登場！

東京マルイ最新モデル“FNX-45”。最新“戦闘拳銃”と
して『FNX-45タクティカル』のポテンシャルを、リアル
さ際立つ再現力で製品化！（詳細は本文参照）

④グリップサイズが変更可能
⑤オプティカルサイトが使用可能
　①、②、③のサプレッサーやピカテ
ィニレイルの装備、操作系の仕様など
から、'90年代初頭に行なわれた
SEALS用の戦闘拳銃トライアル

“Mk23 SOCOMピストル”を彷彿さ
せる。が、③、④は兵士の体格や好み

ピカティニ規格のアンダーマウ
ントレイル。その中にシリアル
ナンバーが表記されたプレート
をシールで再現！

マズル部分には16㎜正ネジ
のスレッド（ネジ目）が刻
まれている。使用しない時
はカバーで保護。実銃の仕
様をリアルに製品化。

●全長：220㎜	 ●重量：830g（マガジン装着時）
●装弾数：29発	 ●価格：未定
●発売時期：４月～５月予定

FNX-45 Tactical

052 053



NRA（全米ライフル協会）のブースで
は、映画で使われたプロップガンの展
示が行なわれていたのでご紹介しよう。

このM2のカスタムモデルは、
夏に公開の第３弾、『ジョン・
ウィック: チャプター３  - パ
ラベラム』に登場するわけだ
が、こちらのモデルは、もと
もとは完全に３ガン・マッチ
用の競技用カスタムとなって
いる。これらのカスタムモデ
ルは内容にもよるが、すべて
込みで$３,000くらいは掛か
る高級カスタムとなっている。

こちらもベネリ社のブースで展示され、多くの人に注目を浴
びていた映画『ジョン・ウィック』シリーズで使用されたプ
ロップガンのベネリM4とM2だ。

Photos＆Text by Muneki Samejima

今月も前回から引き続き、2019ショットショーの様子をお伝えしたい。
今回は、会場で僕が独断と偏見で選んだもの、
目に付いたものや目新しい製品を中心にご紹介していこうと思う。

映画『ダイ・ハード』
の劇中でアラン・リッ
クマン扮する悪役のハ
ンス・グルーバーの愛
銃として存在感を出し
ていたのが、こちらの
H&K P7 M1３だ。実際
に３0年以上前に映画の
撮影で使われた実物そ
のものだが、状態はキ
レイだ。

そして、こちらがブルース・ウィルス扮する主人公のジョン・マクレー
ンが使用したベレッタM92F。この個体は、『ダイ・ハード』だけでなく、

『リーサル・ウェポン』の劇中でも使用されたものだ。劇中ではタフに
使用されていたが、やはり本体には数多くの傷が入っている。

2 つのモデルとも
ベネリのファクト
リー出荷状態では
なく、TTI社のカ
スタムモデルとな
る。TTI社は先月
号でも紹介した
STIにもカスタム
を行ない、劇中で
は主人公の愛銃と
して登場する。ホ
ルダーに付いたシ
ョットシェルから
装填を行なって撃
つシーンが劇中で
も確認できる。

ショットシェルの
挿入口は加工が施
され、大型化され
ている。M2の方が
より大型化されて
おり、素早く装填
ができるようにな
っている。

Benelli

NRA

074 075
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